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奥

山

雅

彦

郷
土
の
記
録

亜

麻

工

場

亜
麻
会
社
、
工
場
の
歴
史

■

年

代

歴

史

明
治

七
年

開
拓
使
長
官
黒
田
清
隆
が
、
官
園
で
亜
麻
の
試
験
栽
培
。

（
一
八
七
四
）

一
七
年

滋
賀
県
大
津
市
に
日
本
最
初
の
亜
麻
関
係
会
社
の
近
江
麻
糸
紡
織

帝
国
繊
維
の
前
身

が
設

（
一
八
八
四
）

（

）

立
さ
れ
た
。

二
〇
年

札
幌
に
北
海
道
製
麻
会
社
設
立
。

（
一
八
八
七
）

二
一
年

栃
木
県
に
下
野
麻
紡
織
会
社
設
立
。

（
一
八
八
八
）

二
五
年

帯
広
の
晩
成
社
が
亜
麻
栽
培
の
試
作
を
行
う
。

（
一
八
九
二
）

二
九
年

帯
広
の
晩
成
社
が
亜
麻
繊
維
の
加
工
を
手
が
け
る
。
大
阪
市
に
日
本
織
糸
会
社
設
立
。

（
一
八
九
六
）

三
六
年

近
江
、
下
野
、
織
糸
が
合
併
し
て
日
本
製
麻
に
。
国
産
初
の
消
防
用
麻
ホ
ー
ス
の
製
造
開
始
。

（
一
九
〇
三
）

三
九
年

北
海
道
製
麻
の
猿
別

現
幕
別

工
場
操
業
。
十
勝
最
初
の
亜
麻
工
場
と
な
る

。

（
一
九
〇
六
）

（

）

。

四
〇
年

日
本
製
麻
と
北
海
道
製
麻
が
合
併
し
て
帝
国
製
麻
に
。

（
一
九
〇
七
）

大
正

九
年

北
海
道
亜
麻
工
業
の
新
得
、
風
連
、
小
清
水
製
線
所
操
業
。

（
一
九
二
〇
）

一
〇
年

道
内
の
亜
麻
工
場
数
八
五
工
場
に
。

（
一
九
二
一
）

昭
和

五
年

北
海
道
亜
麻
工
業
は
帝
国
製
麻
に
吸
収
合
併
さ
れ
る
。

（
一
九
三
〇
）

一
六
年

帝
国
製
麻
は
太
陽
レ
ー
ヨ
ン
と
合
併
し
て
帝
国
繊
維
に
。
十
勝
の
帝
国
繊
維
の
工
場
は
新
得
、

（
一
九
四
一
）

芽
室
、
帯
広
、
音
更
、
大
樹
、
池
田
、
止
若
、
幕
別
、
本
別
。

二
五
年

帝
国
繊
維
は

よ
り
帝
国
製
麻
、
中
央
繊
維
、
東
邦
レ
ー
ヨ
ン

（
一
九
五
〇
）

「
過
度
経
済
力
集
中
排
除
法
」
に

に
分
割
さ
れ
る
。
帝
国
製
麻
の
十
勝
の
工
場
は
、
新
得
、
大
樹
と
な
る
。

三
〇
年

帝
国
製
麻
は
中
央
繊
維
に
移
管
さ
れ
、
中
央
繊
維
新
得
工
場
に
。

（
一
九
五
五
）

三
一
年

新
得
工
場
閉
鎖
。
三
六
年
の
歴
史
を
閉
じ
る
。
工
場
跡
地
に
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
等
が
あ
る
。

（
一
九
五
六
）

三
四
年

帝
国
製
麻
と
中
央
繊
維
が
合
併
し
て
帝
国
繊
維
に
。

（
一
九
五
九
）

三
八
年

帝
国
繊
維
帯
広
工
場
閉
鎖
。
工
場
跡
地
に
帯
広
市
役
所
、
問
屋
街
等
が
あ
る
。

（
一
九
六
三
）

四
五
年

全
国
最
後
の
亜
麻
工
場
、
帝
国
繊
維
音
更
工
場
閉
鎖
。

（
一
九
七
〇
）

帝
国
製
麻
新
得
亜
麻
工
場

亜
麻
産
業
は
八
十
三
年
の
歴
史
を
閉
じ
る
。

■

（
昭
和
二
十
五
年
頃
）

帝
国
製
麻
新
得
亜
麻
工
場

新
得
亜
麻
工
場
は
、
大
正
九
年
に
北
海
道
亜
麻
工
業
会
社
が
道
内
三
ヶ
所
に
設
け
た

製
線
所
の
一
つ
と
し
て
操
業
を
開
始
し
た
。
工
場
敷
地
は
、
当
時
の
屈
足
村
字
新
得
基

線
六
十
一
、
六
十
三
、
六
十
五
番
地
の
十
二
町
歩
で
、
こ
の
用
地
は
新
得
町
開
拓
者
の

村
山
和
十
郎
経
営
の
農
場
跡
地
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
年
に
北
海
道
亜
麻
工
業
は
帝
国
製
麻
に
吸
収
合
併
さ
れ
、
新
得
製
線
所
は
帝

国
製
麻
新
得
亜
麻
工
場
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
帝
国
製
麻
は
太
陽
レ
ー
ヨ
ン
と
合
併
し

、

。

、

帝
国
繊
維
と
な
り

十
勝
の
亜
麻
工
場
全
部
が
帝
国
繊
維
傘
下
と
な
っ
た

二
十
五
年

帝
国
繊
維
は
帝
国
製
麻
と
中
央
繊
維
に
分
割
さ
れ
、
新
得
は
再
び
帝
国
製
麻
新
得
亜
麻

工
場
と
な
っ
た
。

三
十
年
に
帝
国
製
麻
は
中
央
繊
維
に
移
管
さ
れ
、
新
得
は
中
央
繊
維
の
工
場
と
な
っ

た
。
移
管
に
伴
い
他
の
帝
国
製
麻
へ
、
中
央
繊
維
か
ら
の
転
勤
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
工
場
は
翌
三
十
一
年
、
原
料
の
減
少
で
わ
ず
か
一
年
で
閉
鎖
さ
れ
た
。

亜
麻
茎
を
繊
維
に
す
る
工
場
は
製
線
工
場
と
い
わ
れ
て
い
て
、
新
得
は
創
業
当
時
は

製
線
所

工
場

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
亜
麻
工
場
を
工
場
名
と
し
て
い
た
。

（

）

二
十
五
年
頃
の
帝
国
製
麻
新
得
亜
麻
工
場
長
は
中
津
川
晴
元
（
元
助
役
広
瀬
隆
之
夫
人

和
子
さ
ん
の
父
）
で
、
若
く
温
厚
な
中
津
川
工
場
長
は
移
管
時
ま
で
在
職
。
閉
鎖
時
の

中
央
繊
維
新
得
工
場
長
は
加
来
義
雄
。



- 11 -

「
別
記
」

工
場
敷
地
内
略
図

亜
麻
栽
培
は
北
海
道
が
最
適
地
と
さ
れ
、
二
十
五
年
の

道
内
作
付
面
積
は
一
八
、
〇
〇
〇
㌶
、
町
内
は
二
二
〇
㌶

亜
麻
の
栽
培
等

で
あ
っ
た
。
戦
前
十
年
代
頃
の
作
付
け
は
四
〇
、
〇
〇
〇

㌶
で
、
そ
の
頃
の
道
内
亜
麻
工
場
は
八
十
五
を
数
え
、
十

勝
も
多
い
と
き
は
八
市
町
に
十
三
工
場
あ
っ
た
。

冬
期
間
に
亜
麻
種
子
の
選
別
が
行
わ
れ
る
。
亜
麻
の
種
子
は
え
ん
じ
色
で

蚤

く

“

”

ら
い
の
大
き
さ
で
、
五
月
に
入
っ
て
播
種
さ
れ
て
い
た
。
撒
き
方
は
バ
ラ
撒
き
で
、
成

長
時
に
は
中
が
空
洞
の
二
㎜
く
ら
い
の
茎
に
な
る
た
め
、
均
一
に
撒
か
な
い
と
連
鎖
倒

伏
し
て
収
穫
時
に
苦
労
す
る
こ
と
に
な
る
。

亜
麻
は
連
作
を
嫌
い
五
年
く
ら
い
の
輪
作
が
良
い
と
さ
れ
て
い
た
。
当
時
の
農
家
は

馬
で
畑
を
耕
し
て
い
た
た
め
耕
地
面
積
が
狭
く
、
こ
の
た
め
実
際
に
輪
作
を
し
て
い
た

か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
さ
ら
に
収
穫
ま
で
の
手
間
の
多
い
亜
麻
栽
培
に
は
苦
労
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
亜
麻
は
農
家
の
換
金
作
物
で
あ
り
、
お
盆
過
頃
の
そ
の

年
最
初
の
現
金
収
入
と
し
て
生
活
を
支
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

八
月
に
入
る
と
亜
麻
の
収
穫
時
期
に
な
り
、
手
作
業
の

亜
麻
引
き
が
は
じ
ま
る
。
少
し
で
も
長
い
繊
維
を
取
る
た

亜
麻
引
き
（
抜
き
）

め
根
元
か
ら
抜
い
て
い
た
が
、
茎
丈
一
〇
〇
㎝
く
ら
い
の

亜
麻
を
中
腰
で
抜
き
、
足
下
で
根
の
土
を
払
う
キ
ツ
イ
作

業
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

亜
麻
引
き
は
、
亜
麻
工
場
に
雇
わ
れ
た
出
面
取
り

バ
イ
ト

が
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ

（

）

ら
れ
て
農
家
へ
出
向
い
て
い
た
。
一
日
に
数
カ
所
の
農
家
を
廻
っ
て
い
た
が
、
バ
イ
ト

要
員
の
中
に
は
街
か
ら
夏
休
み
中
の
中
学
生
も
雇
わ
れ
て
い
た
。

買
茎

と
は
、
会
社
用
語
で
亜
麻
を
買
い
付

（
ば
い
け
い
）

け
る
こ
と
を
い
う
。

亜
麻
の
買
茎

収
穫
さ
れ
た
亜
麻
は
工
場
の
担
当
者
に
よ
っ
て
五
段
階
の

、

、

等
級
が
決
め
ら
れ

そ
の
場
で
買
い
付
け
が
行
わ
れ
た
が

天
候
に
よ
っ
て
品
質
が
大
き
く
変
わ
る
亜
麻
に
農
家
は
一
喜
一
憂
さ
せ
ら
れ
た
。

買
茎
さ
れ
た
亜
麻
は
直
径
五
十
㎝
く
ら
い
の
束
に
し
て
二
カ
所
に
縄
を
掛
け
工
場
に

運
び
込
ま
れ
た
。
工
場
へ
の
搬
入
は
、
当
時
町
内
で
は
ま
だ
珍
し
か
っ
た
貨
物
ト
ラ
ッ

ク

現
在
の
四
㌧
積
み
く
ら
い

が
使
わ
れ
た
。
当
時
の
写
真
に
よ
る
と
、
ト
ラ
ッ
ク

（

）

の
荷
台
は
木
枠
を
組
ん
で
広
く
し
、
買
茎
し
た
亜
麻
を
車
高
の
倍
の
高
さ
に
積
載
し
て

工
場
に
運
ん
で
い
た
。
運
び
込
ま
れ
た
亜
麻
は
五
つ
の
倉
庫
に
順
次
保
管
さ
れ
、
入
り

き
ら
な
い
亜
麻
は
工
場
敷
地
内
に
野
積
み
に
さ
れ
、
工
場
内
に
収
容
し
き
れ
な
い
も
の

は
農
家
に
一
時
野
積
み
に
さ
れ
た
。

最
初
の
工
程
は
、
亜
麻
を

た
め
に
根
元

温
水
槽
で
浸
す

を
二
〇
㎝
く
ら
い
の
束
に
し
て
縄
で

結
束

す
る
作
業
。

工
場
外
の
作
業

“

”

結
束
さ
れ
た
亜
麻
は
、
幅
三
㍍
、
長
さ
八
㍍
、
深
さ
二
㍍

く
ら
い
の
プ
ー
ル
状
の
温
水
槽
へ
縦
に
し
て
並
べ
て
入
れ

汽
缶
室
か
ら
温
水
を
注
入
。
温
水
槽
に
蓋
を
し
て
、
こ
の
状
態
を
数
日
間
。
こ
の
工
程

を

浸
水

と
い
う
。
浸
水
数
日
間
で
茎
の
ペ
ク
チ
ン
を
分
解
、
繊
維
を
分
離
さ
せ
る

“

”

が
、
浸
水
加
減
が
難
し
く
、
こ
の
作
業
は
経
験
豊
富
な
役
職
者
が
担
当
し
て
い
た
。

ま
た
、
浸
水
は
水
質
に
も
影
響
を
受
け
、
良
質
な
水
が
得
ら
れ
ず
閉
鎖
に
追
い
込
ま

れ
た
工
場
も
あ
っ
た
。
た
だ
、
亜
麻
事
業
の
初
期
は
池
と
か
ど
ぶ
に
浸
し
て
い
た
と
い

う
記
録
も
あ
る
が
、
新
得
工
場
は
北
新
得
十
四
区
か
ら
の
沢
水
を
導
水
し
て
い
た
。

温
水
槽
か
ら
出
さ
れ
た
亜
麻
は
乾
燥
現
場
に
運
ば
れ
、
根
の
部
分
を
上
に
島
立
て

。

。

て
数
日
間
天
日
干
し
さ
れ
る

一
定
の
乾
燥
を
さ
せ
た
上
で
一
旦
倉
庫
に
保
管
さ
れ
る

乾
燥
後
の
亜
麻
は
日
産
分
だ
け
工
場
に
運
ば
れ
る
。
工

場
内
最
初
の
工
程
は
亜
麻
を
砕
茎
す
る
作
業
で
、
ロ
ー
ラ

工
場
内
の
作
業

。

状
の
機
械
で
亜
麻
の
茎
を
つ
ぶ
し
て
柔
ら
か
く
し
て
い
く

次
い
で
粗
線
ム
ー
ラ
ン
に
掛
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
繊
維
と

茎
が
完
全
に
分
離
さ
れ
、
繊
維
だ
け
が
取
り
出
さ
れ
る
。
さ
ら
に
細
か
い
茎
を
取
り
除

く
た
め
に
正
線
ム
ー
ラ
ン
に
掛
け
る
。

ム
ー
ラ
ン
と
は
、
羽
根
が
一
〇
枚
く
ら
い
の
風
車
状
の
も
の
で
、
回
転
し
て
い
る
羽

根
に
亜
麻
を
当
て
て
茎
の
部
分
を
飛
ば
し
て
繊
維
だ
け
を
残
す
木
製
の
機
械
の
こ
と
。

汽
缶
室
の
ボ
イ
ラ
ー
か
ら
の
蒸
気
を
動
力
と
し
て
ム
ー
ラ
ン
を
回
転
さ
せ
て
い
た
。

こ
の
工
程
に
携
わ
る
従
業
員
は
職
工
さ
ん
と
呼
ば
れ
、
正
線
は
熟
練
工
が
担
当
し
て
い

た
。
た
だ
、
回
転
す
る
ム
ー
ラ
ン
に
手
な
ど
を
巻
き
込
ま
れ
る
事
故
も
起
き
て
い
た
。

正
線
さ
れ
た
亜
麻
繊
維
は
仕
上
室
で

延
線

作
業
が
行
わ
れ
、
繊
維
を
平
行
に
し

“

”

質
量
を
一
定
に
し
た
。
延
線
後
は
木
枠
の
プ
レ
ス
機
に
掛
け
ら
れ
、
約
五
〇
角
×
一
〇

〇
㎝
く
ら
い
の
角
梱
包
に
さ
れ
る
。
角
梱
包
が
一
定
量
に
達
し
た
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
駅
に

運
ば
れ
、
岐
阜
県
大
垣
市
の
帝
国
製
麻
大
垣
工
場
な
ど
へ
送
ら
れ
て
い
た
。

新
得
な
ど
原
料
工
場
か
ら
送
ら
れ
た
亜
麻
繊
維
は
大
垣
工
場
な
ど
に
お
い
て
商
品
化

さ
れ
た
。

亜
麻
の
生
地
は
、
業
務
用
で
は
消
防
用
ホ
ー
ス
、
鉄
道

貨
車
用
幌
、
郵
便
用
郵
袋
、
米
袋
、
畳
糸
な
ど
。
船
舶
用

亜
麻
繊
維
の
用
途

に
ハ
ン
モ
ッ
ク
、
艙
口
覆
、
漁
網
な
ど
。
家
庭
用
で
は
布

地
、
蚊
帳
な
ど
に
使
わ
れ
、
救
護
用
テ
ン
ト
は
関
東
大
震

災
の
復
興
事
業
に
役
立
て
ら
れ
た
。

亜
麻
は
、
戦
前
、
戦
時
中
は
軍
隊
の
兵
器
覆
、
天
幕
、
飛
行
機
翼
覆
な
ど
広
範
囲
に

使
わ
れ
て
い
た
が
、
戦
後
、
軍
需
を
失
っ
た
亜
麻
繊
維
は
生
活
用
、
産
業
用
需
要
で
利

、

、

、

、

、

用
拡
大
を
図
り

軽
く
肌
触
り
の
よ
い
亜
麻
は
服
地

シ
ャ
ツ

ナ
プ
キ
ン

タ
オ
ル
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ハ
ン
カ
チ
な
ど
に
最
適
品
だ
っ
た
。
さ
ら
に
耐
水
性
が
あ
り
丈
夫
な
亜
麻
は
戦
後
も
消

従
業
員
社
宅
（
長
屋
）

防
用
ホ
ー
ス
、
自
動
車
用
幌
、
天
幕
な
ど
産
業
用
に
受
注
さ
れ
た
。
特
に
消
防
用
ホ
ー

ス
は
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
シ
ェ
ア
は
百
％
で
あ
っ
た
。

工
場
創
業
時
の
大
正
九
年
築
の
長
屋
の
内
三
棟
は
便
所
、
流
し
が
別
棟
で
四
、

し
か
し
昭
和
四
十
年
頃
か
ら
合
成
繊
維
で
あ
る
ナ
イ
ロ
ン
、
ビ
ニ
ロ
ン
な
ど
の
急
速
な

五
戸
の
共
同
使
用
に
な
っ
て
い
た
。

発
展
、
普
及
と
と
も
に
亜
麻
需
要
は
一
気
に
衰
退
し
、
四
十
五
年
に
音
更
亜
麻
工
場
の

ま
た
、
暖
房
や
煮
炊
き
は
亜
麻
ク
ズ
を
燃
や
し
て
行
っ
て
い
た
が
、
亜
麻
ク

閉
鎖
を
も
っ
て
道
内
の
亜
麻
の
歴
史
は
終
わ
っ
た
。

ズ
は
、
ム
ー
ラ
ン
で
飛
ば
さ
れ
た
亜
麻
の
茎
で
、
そ
れ
な
り
に
火
力
が
あ
っ
た
。

ス
ト
ー
ブ
は
直
径
五
〇
㎝
く
ら
い
の
寸
胴
で
、
亜
麻
ク
ズ
専
用
の
作
り
で
あ

っ
た
。
亜
麻
ク
ズ
は
工
場
の
配
給
で
、
長
屋
の
物
置
に
は
亜
麻
ク
ズ
を
保
管
す

る
場
所
が
確
保
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
十
年
頃
の
亜
麻
繊
維
広
告
チ
ラ
シ

」

戸
数
は
三
十
四
戸
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
共
稼
ぎ
で
、
休
憩
所
に
は
保
母
役
も

「
資
料
参
照

い
た
し
、
二
十
年
頃
の
長
屋
に
は
中
学
生
以
下
の
児
童
幼
児
が
八
十
名
近
く
い

た
。工

場
と
し
て
は
、
当
時
の
町
内
で
は
一
番
大
き
く
、
長
屋
に
入
居
で
き
な
い

工
員
の
多
く
は
街
か
ら
通
勤
し
て
い
た
。

昭
和
三
十
年
の
工
場
移
管
に
伴
う
挨
拶
文

＊
原
文
の
ま
ま

浸
水
後
の
廃
水

御

挨

拶

亜
麻
に
は
色
素
が
あ
り
、
黄
色
っ
ぽ
い
汚
水
は
廃
水
路
に
流
さ
れ
て
、
汚
水

当
社
事
業
に
就
て
は
毎
々
特
別
の
御
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す

は
そ
の
ま
ま
な
ん
ら
処
理
さ
れ
な
い
ま
ま
佐
幌
川
に
流
さ
れ
て
い
た
。

顧
れ
ば
北
海
道
に
亜
麻
事
業
を
創
始
さ
れ
て
以
来
事
業
の
変
遷
と
共
に
会
社

市
街
地
の
佐
幌
川
に
は
川
泳
ぎ
に
最
適
な
場
所
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
っ
て
、
夏

間
に
も
幾
多
の
離
合
集
散
が
繰
り
返
さ
れ
て
遂
に
戦
時
統
制
下
本
道
の
亜
麻

休
み
な
ど
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
川
遊
び
に
興
じ
て
い
た
。
工
場
は
そ
う
い

事
業
は
帝
国
繊
維
株
式
会
社
一
本
に
統
合
し
強
力
な
る
亜
麻
増
産
体
制
が
整

う
と
こ
ろ
の
上
流
に
あ
り
、
汚
水
は
下
に
流
れ
て
子
ど
も
の
遊
び
場
を
直
撃
し

備
さ
れ
各
位
の
絶
大
な
る
御
協
力
の
下
に
亜
麻
事
業
を
通
じ
て
北
海
道
寒
地

て
い
た
。
当
時
は
、
そ
の
こ
と
に
な
ん
ら
抗
議
す
る
こ
と
も
な
く
、
決
ま
っ
た

農
業
確
立
の
為
微
力
を
尽
く
し
て
参
っ
た
所
で
あ
り
ま
す
が
偶
々
終
戦
後
連

時
間
に
流
れ
て
く
る
亜
麻
の
汚
水
を
避
け
て
泳
ぎ
を
中
断
し
て
い
た
、
と
い
う

合
軍
の
指
示
に
従
い
会
社
分
割
の
止
む
な
き
に
立
到
り
帝
国
繊
維
の
亜
麻
事

話
し
を
聞
い
た
。

公
害

と
い
う
言
葉
も
認
識
も
な
い
、
今
で
は
考
え
ら
れ

“

”

業
は
当
中
央
繊
維
株
式
会
社
と
帝
国
繊
維
株
式
会
社
の
二
社
に
分
割
せ
ら
れ

な
い
古
き
良
き
？
時
代
だ
っ
た
。

昭
和
二
十
五
年
七
月
一
日
よ
り
夫
々
の
指
示
さ
れ
た
亜
麻
工
場
を
所
管
し
て

亜
麻
事
業
の
運
営
に
当
っ
て
今
日
に
至
っ
た
の
で
あ
り
ま
す

亜
麻
立
て

今
般
会
社
事
業
運
営
の
合
理
化
上
両
会
社
間
に
於
て
協
議
の
結
果
一
部
亜
麻

が

工
場
の
再
編
成
を
行
い
帝
国
製
麻
新
得
亜
麻
工
場
の
一
切
の
事
業
を
当
社
が

浸
水
を
終
え
た
亜
麻
は
乾
燥
現
場
に
運
ば
れ
島
立
て
に
よ
る

亜
麻
立
て

“

”

継
承
し
て
本
三
十
年
度
よ
り
経
営
す
る
事
に
相
成
り
ま
し
た

行
わ
れ
た
。
広
い
現
場
に
島
立
て
が
整
然
と
立
ち
並
ぶ
風
景
は
亜
麻
工
場
の
原

中
央
繊
維
と
云
い
帝
国
製
麻
と
云
い
ま
し
て
も
元
々
同
一
会
社
で
あ
っ
た
関

風
景
で
あ
る
。
乾
燥
後
の
な
に
も
な
い
現
場
は
春
だ
と
タ
ン
ポ
ポ
、
夏
は
ク
ロ

係
上
経
営
上
の
大
綱
に
於
て
は
何
等
変
る
所
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
今
迄
帝
国

ー
バ
の
花
が
一
面
満
開
に
な
っ
て
咲
い
て
い
た
。

製
麻
に
与
え
ら
れ
た
る
御
後
援
を
引
続
い
て
当
中
央
繊
維
に
も
御
与
え
下
さ

た
だ
、
亜
麻
立
て
の
現
場
は
昔
の
佐
幌
川
の
河
川
敷
跡
で
、
佐
幌
川
と
ほ
ぼ

れ
新
得
亜
麻
工
場
の
発
展
に
就
て
格
段
の
御
支
援
を
懇
願
申
上
ぐ
る
次
第
で

高
低
差
の
な
い
平
地
に
な
っ
て
い
て
、
大
雨
の
護
岸
の
な
い
佐
幌
川
は
す
ぐ
氾

あ
り
ま
す

濫
し
、
乾
燥
現
場
に
立
て
て
あ
っ
た
亜
麻
が
濁
流
に
の
ま
れ
て
全
部
流
さ
れ
る

昭
和
三
十
年
四
月

日

中
央
繊
維
株
式
会
社

被
害
が
度
々
あ
っ
た
。
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昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
頃
、
帯
廣
市
商
工
奨
勵
館
の
階
下
で
開
催
さ
れ
た「
亜
麻
製
品
即
売
会
」
の
広
告
チ
ラ
シ

「
資
料
」

新
内
郷
土

史
料
収
蔵
庫

収
蔵
番
号

三
八
二
号

「
消
防
用
ホ
ー
ス
」

七
三
八
号

「
亜
麻
播
種
機
」

亜
麻
製
の
消
防
用
ホ

ー
ス
は
特
に
凍
結
時

に
効
果
発
揮
し
た
。

亜
麻
播
種
機
は
亜
麻

や
稲
き
び
な
ど
の
播

種
に
使
わ
れ
た
。



「別 記」

昭和25年頃の 新 得 亜 麻 工 場 敷 地 内 略 図

原料倉庫
Ｎ

乾燥現場 乾燥現場 佐

従業員
畑 幌

原料倉庫

川

小川

浸
水 原料倉庫 廃水路
槽 浸

亜麻クズ置き場 水原料保管庫
吹抜倉庫ボイラー

正線ムーラン群 粗線ムーラン群 砕茎室 汽缶室 結束場 ４戸
槽

乾燥現場
採種場

共同流し、物置工場１６１．５５坪
乾燥現場 ５戸 ５戸

この棟は昭和１５年頃築で、流し鉄棒・砂場
浸水係詰所 便所、物置付きの１戸１６坪 従
↓

砂 休憩場 ４戸 業石炭庫 浴場
従業員 場 ペ（保育所）

畑 員
ン

仕上室 社
水 路 □ ケ

出荷前 工作場 ４戸 宅
保管庫 車 シ

□ 庫
原料倉庫 ン

乾燥現場 用品庫 基工場長宅
原料倉庫 線 ト

社宅 乾燥現場 乾燥現場 六
購買 浸 一 ク

水 ４戸 番
用 地 川
水 基 ２戸
路 線

事務所 六
三

乾燥現場 番 ４戸
野球 倶楽部 地グランド

浸水用水路 水 路↑
量調整枡水

至狩勝峠 国道３８号線 福神橋 至市街

根室本線

至福山


